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分担研究報告書 

 

統合型遺伝子組換え食品データベース作成・次世代遺伝子組換え技術を用いた作物と 
非食用組換え作物の検知技術の開発 

 
－統合型遺伝子組換え食品データベース作成に関する研究－ 

 
研究分担者 吉松嘉代 医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター 

 

 
Ａ. 研究目的 

 機能性、薬用、工業用などの GM 植物に

おいても新しい遺伝子組換え技術が使用さ

れ始めている。このような作物の開発状況

及び実態を調査し、把握しておくことは、

食品の安全性確保の見地から非常に重要で

ある。 

 そこで本研究では、新規植物育種法

（NBT：New Plant Breeding Techniques）
1）及び薬用、環境浄化用、工業用（食用作

物）GM植物の開発状況・生産実態に関する

情報を収集して整理し、食品の安全性確保

のための基盤情報を整備する。 

 

Ｂ．研究方法 

 NBT（図 1）に関する情報を文献データ

ベース（Scifinder®、検索語「transgenic 

plant」）、関連学会講演要旨集等を用いて

調査した。また併せて薬用、環境浄化、工

業用 GM 植物についても調査した。得られ

た情報は、カテゴリー別に整理し、それぞ

れの一覧表を作成した。 

 カテゴリーは NBTのほか、薬用 GM植物

研究要旨 

遺伝子組換え（GM）植物のうち、新規植物育種法（NBT：New Plant Breeding Techniques）

の開発状況を中心に調査した。また、NBT を用いた薬用及び工業用 GM も出てきたため、

それらも合わせて調査した。カテゴリーとして、NBT、機能性食品、経口ワクチン、食用医

薬、ワクチン抗原、抗体医薬、治療薬、診断薬・試薬、環境浄化、工業用（食用作物）の 10

種類を設定した。国内の状況について、関連学会講演要旨集で調査した結果、NBT：14件、

機能性食品：1 件、経口ワクチン：2 件、食用医薬：1 件、ワクチン抗原：1 件（NBT と重

複）、抗体医薬：1 件（NBT と重複）、治療薬：1 件、診断薬・試薬：0 件、環境浄化：0

件、工業用：0件であり、日本において NBTに関連した研究・開発が増えていることが判明

した。また、SciFinder®により、キーワード「transgenic plant」で 2014 年に公表・出版

された論文等を調査した結果、65 件が得られ、その内訳は、NBT：9 件、機能性食品：11

件、経口ワクチン：3 件、食用医薬：3 件、ワクチン抗原：1 件、抗体医薬：3 件（2 件は

NBT と重複）、治療薬：15件、診断薬・試薬：5件、環境浄化：14件、工業用：3件であ

った。国別では、中国の 28件が最も多かった。 
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に関するものとして、機能性食品、経口ワ

クチン、食用医薬、ワクチン抗原、抗体医

薬、治療薬、診断薬・試薬の 7種を設定し、

その他、環境浄化、工業用の 2種を設定し、

計 10種類を設定した（図 2）。 

 

Ｃ. 研究結果 

本研究班で独自に行ったNBTを用いたGM

植物の調査結果を以下に記した。 

1) 2014 年に国内学会で公表・出版された

NBT及び GM植物に関する論文等 

 2014 年 8 月開催の第 32 回日本植物細胞分

子生物学会（盛岡）大会・シンポジウムで公表

された NBT 及び薬用、環境浄化用、工業用

（食用作物）GM植物に関する報告を表 1-表 3

に示した。19 件の情報が得られ、その内訳は、

NBT：14 件、機能性食品：1 件、経口ワクチ

ン：2 件、食用医薬：1 件、ワクチン抗原：1

件（NBTと重複）、抗体医薬：1件（NBTと

重複）、治療薬：1 件、診断薬・試薬：0 件、

環境浄化：0 件、工業用：0 件であり、NBT

に関連した研究・開発が最も多かった（表 1、

表 2）。 

 作物別集計では、イネ 6 件が最も多かった

（表 3）。 

 

2) 2014 年の国際学会（IAPB2014）での

NBT研究・開発状況 

 2014年 8月 10日-15日にオーストラリア、

メルボルンで開催された International Asso-

ciation for Plant Biotechnology Congress 

2014 で公表された NBT 及び薬用、環境浄化

用、工業用（食用作物）GM植物に関する報告

を表 4-表 9に示した。39件の情報が得られ、

その内訳は、NBT：12 件（1 件は治療薬と重

複）、機能性食品：12 件（飼料に関するもの

2 件を含む）、経口ワクチン：7 件（1 件は食

用医薬と重複）、食用医薬：1件（経口ワクチ

ンと重複）、ワクチン抗原：0件、抗体医薬：

2 件、治療薬：3 件（1 件は NBT と重複）、

診断薬・試薬：0件、環境浄化：1件、工業用：

3件であり、機能性食品と NBTがいずれも 12

件と最も多かった（表 4-表 7）。国別集計では、

オーストラリアでの開催のため、オーストラリ

アが 12 件と最も多く、次いで米国 10 件、ド

イツ 6 件であった（表 8）。作物別集計では、

食用作物はイネ 6件が最も多かった（表 9）。 

 

3) 2014年に国内外で公表・出版された GM

植 物 及 び NBT に 関 す る 論 文 等

（SciFinder®） 

 SciFinder®（キーワード：transgenic plant）

で調査した 2014 年に公表・出版された NBT

及び薬用、環境浄化、工業用（食用作物）GM

植物に関する論文等を表 10-表 19 に示した。

65 件の情報が得られ、その内訳は、NBT：9

件、機能性食品：11件、経口ワクチン：3件、

食用医薬：3件、ワクチン抗原：1件、抗体医

薬：3件（2件は NBTと重複）、治療薬：15

件、診断薬・試薬：5 件、環境浄化：14 件、

工業用：3件であり、特に治療薬及び環境浄化

の件数が多かった（表 10-表 16）。また、2014

年の国別の件数は、中国 28件が最も多く（表

17）、作物別集計では、食用作物はイネ 9 件

が最も多かった（表 18）。 

 

Ｄ. 考察   

 今回の調査から、国内外でNBTに関する研

究・開発が増加しており、本分野において、中

国での研究開発が、昨年度と同様に活発であ
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ることが判明した。今後は、NBT を用いた

GM 植物の調査結果を中心に、薬用、工業用

GM 植物、及び GM 動物の調査結果も合わせ

たデータベース作成のための資料をまとめる

必要がある。 

 

Ｅ. 結論 

 NBT 及び薬用、環境浄化用及び工業用（食

用作物）GM植物の研究・開発状況の調査の結

果、国内では NBTに関する件数が多く、国内

外では治療薬及び環境浄化の件数が多いこと

が判明した。また、国内外での研究・開発の

うち、件数が最も多い国は、昨年度と同様、

中国であった。次世代組換え技術を用いた動

物の開発も活発に行われており、引き続き情報

収集が必要である。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況  

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 

I．参考文献 

1）鎌田博：遺伝子組換え植物・食品を巡る最

近の状況〜新植物育種技術（New plant 

Breeding Techniques）への対応〜 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000

002tccm-att/2r9852000002tcgt.pdf 
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図 1. New Plant Breeding Techniques (NBT)1） 

 
 
 
 

 
図 2. NBTと薬用、環境浄化用、工業用 GM植物の研究・開発状況の調査 

NB   研究・開発の爆発的な進展  

薬用及び環境浄化用GM植物  
利用方法・目的 

 

tilization manner & objectives  

食用 

 

For foods  

機能性食品  
Nutraceuticals  

経口ワクチン  
Oral vaccines  

食用医薬 

 

Edible curatives  

抽出・精製  
For extraction  

ワクチン抗原  
accine antigens  

抗体医薬  
herapeutic 
antibodies  

治療薬  
Curatives  

診断薬・試薬  
Diagnostic agents & 
reagents  

工業用（食用作物）
Industrial material  
(edible crop)  

植栽・栽培  

For cultivation  

環境浄化  
Phytoremediation  

2014年で最も件数が多いのは治療薬（ ciFinder®）  

New Plant Breeding echniques  

ゲノム編集  
Genome editing  

ZFN  
Zinc finger nuclease  

ALEN  
ranscription activator-like effector nucleases  

C I P /Cas9  
Clustered egularly Interspaced hort Palindromic epeat/C I P -associated  nuclease 9  

同種・遺伝子交換可能種由来遺伝子のみの挿入  
Cisgenesis & Intragenesis  

同種プロモーター&ターミネーター  
Cisgenesis  

異種プロモーター&ターミネーター  
Intragenesis  エピゲノム編集  

NA-dependent DNA methylation ( dDM)  

GM植物への接ぎ木  
Grafting on GM rootstock  

逆育種  
everse breeding  

アグロインフィルトレーション  
Agro-infiltration  

体細胞組織で局所的に非増殖性拡散を導入  
Agro-infiltration  

体細胞組織にウイルス等を導入  
Agro-inoculation  

フローラルディップ  
Floral dip  

人工染色体  
ynthetic genomics  
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表 1.  NBT研究・開発状況（国内；2014） 

 
 
 
 
表 2. GM植物（機能性食品、経口ワクチン、食用医薬、抗体医薬、ワクチン抗原、治療薬）

研究・開発状況（国内；2014） 

 
 
 

第32回日本植物細胞分子生物学会（盛岡）大会・シンポジウム（2014.8、盛岡）では以下の例が報告  

NB の種類  作物 

 

演題  研究・開発機関  

NB ①  イネ  C I P /Casシステムを利用したイネの多重遺伝子破壊  日本・農業生物資源研、横浜市立大院  

NB ①  シロイヌナズナ  人工ヌクレアーゼ ALEN を用いたシロイヌナ ズナ多重変異体の作製  日本・大阪大院、J P 、広島大院  

NB ②  イネ  イネに適したC I P /Casコンストラクトの選定  日本・横浜市立大院、農業生物資源研  

NB ②  イネ  植物におけるピンポイント変異導入技術の開発  日本・農業生物資源研、横浜市立大 

 

NB ②  イネ  形質転換技術を利用したイネゲノムの人為的改変  日本・農業生物資源研  

NB ④  
シロイヌナズナ、タ
バコ  

ds NA-ペプチド複合体の導入による一過性 NAi技術の開発  
日本・理研、奈良先端大院、慶應大、宇

都宮大  

NB ④  リンドウ  リンドウの生長・開花を抑制する VP様遺伝子の発現と機能  日本・岩手大、八幡平市花き開発研セ  

NB ⑤  植物  遺伝子置換による形質転換促進技術の開発 

 

日本・信州大  

NB ⑦-1  イチゴ  
アグロインフィルトレーション法を用いた F3'5'H 過剰発現によるイチゴ花托

の着色への影響  
日本・徳島大、徳島大院  

NB ⑦-1  タバコ  多穴プレートを用いたアグロインフィルトレー ション法のハイスループット化  日本・横浜国立大  

NB ⑦-1、抗体
医薬  

タバコ（Nicotiana 
benthamiana）  

組換え植物発現タンパク質におけるN-結合型糖鎖修飾の解析 

 

日本・産総研、ホクサン  

NB ⑦-2  
タバコ（Nicotiana 
benthamiana）  

Cucumber mosaic virusゲノム発現組換え植物体を用いたCMVベク ター利
用の簡便化  

日本・産総研、北海道大院  

NB ⑦-2、ワク
チン抗原  

タバコ（Nicotiana 
benthamiana）  

ウイルスベクターを用  いた一過性遺伝子発現  による植物利用型ワク チン
生産 :栽培環境が ワクチン生産量に及ほす影響  

日本・東京大院、オーエンズボロ癌研究
プロ、ルイビル大  

NB ⑦-3  シロイヌナズナ  初期生長量が増大したアラビドプシス形質転換体の作出  日本・千葉大院  

2014年の調査ではNB 14件のうち、⑦Agro-infiltrationが6件で最も多い   

区分  作物 

 

演題  研究・開発機関  

機能性食品  イネ  
イネ由来改変AK-H DH 遺伝子を導入した形質転換カルスにおける遊 離スレオニ

ンの蓄積  
日本・農研機構・作物研、北

興化学  

経口ワクチン  
レタス（Lectuca 
sativa var. crispa）  

食べるワクチンの開発に向けたレタスにおける ウイルス様粒子の一過性発現  日本・筑波大、医薬基盤研  

経口ワクチン  レタス  遺伝子組換えレタスを 用いたブタ大腸菌症用  コンビネーションワク チンの開発 

 日本・出光興産、国立国際医
療研セ  

食用医薬  イネ  抗菌タンパク質を発現するイネカルスの解析 

 日本・京都府立大、京都農技
セ  

NB ⑦-1、抗体医
薬  

タバコ（Nicotiana 
benthamiana）  

組換え植物発現タンパク質におけるN-結合型 糖鎖修飾の解析 

 

日本・産総研、ホクサン  

NB ⑦-2、ワクチ
ン抗原  

タバコ（Nicotiana 
benthamiana）  

ウイルスベクターを用  いた一過性遺伝子発現による植物利用型ワク チン生産 :栽
培環境が ワクチン生産量に及ほす影響  

日本・東京大院、オーエンズ
ボロ癌研究プロ、ルイビル大 

治療薬  
緑藻

(Chlamydomonas 
reinhardtii)  

組換え緑藻によるマツ(Picea abies)由来ジテ ルペンの生産  日本・大阪大院、名古屋大  

黄色背景：NB と重複  
  
2014年の調査では、薬用・環境浄化用・産業用（食用作物）に関する研究例は2013年の調査に比較すると少ない  
（2013年：17件、2014年：7件、重複含む）  

第32回日本植物細胞分子生物学会（盛岡）大会・シンポジウム（2014.8、盛岡）では以下の例が報告  
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表 3. NBTを含む GM植物：作物別集計（国内；2014） 

 
 
 

 
表 4. NBT研究・開発状況（海外；2014） 

 
 

  

NBT：重複1件（シロイヌナズナ-タバコ）　　タバコ：重複2件（NBT-抗体医薬、NBT-ワクチン抗原）  
  
食用作物ではイネが最も多く、その中でもNBTへの使用例が多い  

作物名＼区分  NBT  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原 

 

抗体医薬  治療薬  診断薬・試薬  環境浄化 工業用   小計  
イネ  4  1  0  1  0  0  0  0  0  0  6  

イチゴ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

レタス  0  0  2  0  0  0  0  0  0  0  2  

リンドウ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

シロイヌナズナ 3  0  0  0  0  0  0  0  0  0  3  

タバコ  5  0  0  0  1  1  0  0  0  0  7  

緑藻  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

植物  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

小計  15  1  2  1  1  1  1  0  0  0  22  

第32回日本植物細胞分子生物学会（盛岡）大会・シンポジウム（2014.8、盛岡）での調査結果  
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表 5. GM植物（機能性食品）研究・開発状況（海外；2014） 
 

 
 
 

表 6. GM植物（経口ワクチン、食用医薬、抗体医薬）研究・開発状況（海外；2014） 
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表 7. GM植物（治療薬、環境浄化、工業用）研究・開発状況（海外；2014） 
 

 
 
 
 

表 8. NBTを含む GM植物研究・開発状況：国別集計（海外；2014） 
 

 
 

  

国名＼区分  NBT  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  診断薬・試薬  環境浄化  工業用   小計  

日本  1  1  2  0  0  0  0  0  0  0  4  

中国  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

台湾  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

韓国  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

オーストラリア  4  4  2  0  0  0  1  0  0  1  12  

ニュージーランド  0  2  0  0  0  0  0  0  0  1  3  

マレーシア  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

インド  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

イスラエル  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

トルコ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

カナダ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  2  

米国  5  1  1  1  0  0  0  0  0  2  10  

メキシコ  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

チリ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

ロシア  0  1  1  0  0  0  1  0  0  0  3  

チェコ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

フィンランド  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

スウェーデン  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

英国  0  2  0  0  0  0  0  0  0  0  2  

ドイツ  2  2  0  0  0  2  0  0  0  0  6  

フランス  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

オランダ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

イタリア  1  2  0  0  0  0  0  0  0  0  3  

スペイン  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

エジプト  0  0  0  0  0  1  0  0  0  0  1  

ウガンダ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

小計  15  19  8  1  0  3  4  0  2  5  57  

区分：重複2件（NBT-治療薬：1件、経口ワクチン-食用医薬：1件）　　NBT：重複3件（オーストラリア-米国：2件、ドイツーイタリア：1件）  
機能性食品：重複6件（オーストラリア-ウガンダ：1件、マレーシア-英国：1件、英国ードイツーイタリア：1件、イタリアードイツーカナダー米国：1件）　　経口ワクチン：重複1件（メキシコ-スペイン）  
抗体医薬：重複1件（ドイツ-エジプト）　　治療薬：重複1件（ロシア-イスラエル）　　環境浄化：重複1件（チリ-フランス）　　工業用：重複2件（米国-オーストラリア：1件、ニュージーランド-カナダ：1件）  
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表 9.  NBTを含む GM植物研究・開発状況：作物別集計（海外；2014） 

 
 

 
表 10.  NBTを用いた GM植物研究・開発状況（海外；2014） 

 

  

区分  作物  

 

研究・開発機関  文献等 

 

①  イネ  
中国： nhui cademy of gricultural 
ciences, nhui niversity  

u ongfang; i i; i ao; ei engcheng; in uiying; ang u; ang ianbo, " ene targeting using the 
grobacterium tumefaciens-mediated - as system in rice", ice ( ew ork, . .) (2014), 7(1), 5.  

①  シロイヌナズナ  
日本： he niversity of 

okyo,  apan;  abushiki aisha oyota  

uramoto, obuhiko; ugimoto, iroki; itsukawa, orihiro; hta, unihiro; ugou, azuto, " ethod for 
increasing prodn. of plant biomass by expressing endonuclease that promotes double-stranded  breaks 

and endoreduplication while not inducing 51 transcription", . . at. ppl. 
ubl. (2014),   20140273126  1 20140918.  

①  マテバシイ  日本・記載なし  
himizu, obuyoshi; to, ayao, " eneration of transgenic plant with fire-resisting leaf for prevention of 

forest fire", pn. okai okkyo oho (2014),   2014236719   20141218.  

②  ナタネ  米国： ow gro ciences

ogan, oel; orster, ohn; ayden, atthew; awbridge, im; pangenberg, erman; ebb, teven .; 
upta, anju; inley, . ike; enry, atthew .; ason, ohn; et al, " ethods for targeted integration of 
transforming  into plant genomes using synthetic site-specific nucleases",  nt. 

ppl. (2014),   2014039872  1 20140313.  

③-1  イネ  
日本： ational nstitute of grobiological 

ciences  

ishizawa- okoi, yako; ndo, asaki; sakabe, eishi; aika, iroaki; oki, eiichi, " recise marker 
excision system using an animal-derived piggy ac transposon in plants", lant 

ournal (2014), 77(3), 454-463.  

④  
トマト、トウゴマ、ポ
プラ、ブドウ、イネ、
ソルガム  

米国： niversity of rkansas  
hodakovskaya, ariya, " ethod for producing abiotic stress tolerant transgenic plants by silencing gene 

encoding calcium-dependent lipid-binding proteins with 2 domain", . . at. ppl. 
ubl. (2014),   20140082767  1 20140320.  

④  
バラ科の果樹（リン
ゴ、モモ）  

日本： wate niversity  
oshikawa, obuyuki; amagishi, oriko, " enetic method for shortening breeding cycle of a osaceae fruit

tree", pn. okai okkyo oho (2014),   2014183754   20141002.  

⑦-2、抗
体医薬  

タバコ ( icotiana 
benthamiana)  

スペイン： ,  niversidad olitecnica de 
alencia;  niversidad de las almas de 

ran anaria  

rzaez alatayud, iego icente; ulve arreno, ose anuel; ranell ichart, ntonio; arrion-
erdigones, lejandro; utierrez, abrera arlos, " ethod for the production of complex repertoires of 

recombinant molecules",  nt. ppl. (2014),   2014044892  1 20140327.  

⑦-2、抗
体医薬  

タバコ ( icotiana 
benthamiana)  

スペイン： ,  niversidad olitecnica de 
alencia,  niversidad de las almas de 

ran anaria  

rzaez alatayud, iego icente; ulve arreno, ose anuel; ranell ichart, ntonio; arrion-
erdigones, lejandro; utierrez, abrera arlos, " ethod for the production of complex repertoires of 
recombinant molecules, such as antibodies, in transgenic plants", pan. (2014),   2456823  1 20140423.  

検索語「transgenic plant」では抽出される はそれほど多くなく、2014年度は9件（2013年と同数）  
そのうち、①nuclease technology（ s、 s、 / as）が最も多い  

作物名＼区分  NBT  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  診断・薬試薬  環境浄化  工業用   小計  

イネ  2  1  2  0  0  0  0  0  0  1  6  

オオムギ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

カノーラ  1  1  0  0  0  0  0  0  0  1  3  

コムギ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

サトウキビ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  

ジャガイモ  1  1  0  0  0  1  0  0  0  0  3  

トウモロコシ  1  0  0  0  0  1  0  0  0  0  2  

トマト  0  5  0  0  0  0  0  0  0  0  5  

ナス科植物   0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

ニンジン  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

バナナ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

レタス  0  0  1  1  0  0  0  0  0  0  2  

ワタ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

油糧作物   0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ウキクサ  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

キク科植物   0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

シロイヌナズナ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

タバコ  3  0  1  0  0  1  1  0  0  0  6  

ナガミノアマナズナ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  

ニチニチソウ  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

ポプラ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

ライグラス  0  2  0  0  0  0  0  0  0  0  2  

植物   3  0  0  0  0  0  0  0  0  0  3  

小計  13  14  7  1  0  3  3  0  1  4  46  

NBT：重複1件（イネ-タバコ）　　機能性食品：重複2件（カノーラ-油糧作物：1件、トマト-ジャガイモ：1件）　　抗体医薬：重複1件（トウモロコシ-タバコ）  
産業用：重複1件（カノーラ-ナガミノアマナズナ）　　レタス：重複1件（経口ワクチン-食用医薬）　　タバコ：重複1件（NBT-治療薬：1件）   
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表 11. 2014年の GM植物（機能性食品）研究・開発状況 
 

 
 
 
 
表 12. 2014年の GM植物（経口ワクチン、食用医薬、ワクチン抗原、抗体医薬） 

研究・開発状況 
 

  



 87

表 13. 2014年の GM植物（治療薬）研究・開発状況 
 

 
 
 
 
表 14. 2014年の GM植物（治療薬：続き、診断薬・試薬、工業用）研究・開発状況 
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表 15. 2014年の GM植物（環境浄化）研究・開発状況 
 

 
 
 
 

表 16. 2014年の GM植物（環境浄化：続き）研究・開発状況 
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表 17. 2014年の GM植物研究・開発状況：国別集計 

 
 
 

表 18. 2014年の GM植物研究・開発状況：作物別集計（食用作物） 

 

 

国名＼区分  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  診断薬・試薬  環境浄化 工業用  小計  

日本  4  1  0  0  0  0  1  0  0  0  6  

中国  1  5  1  1  1  0  6  1  10  2  28  

台湾  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

韓国  0  1  0  0  0  1  4  1  0  0  7  

インド  0  0  0  1  0  0  1  1  1  0  4  

イスラエル  0  1  0  1  0  0  0  0  0  0  2  

トルコ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

米国  2  1  0  0  0  0  1  0  0  1  5  

カナダ  0  1  0  0  0  0  1  0  0  0  2  

ロシア  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

チェコ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

スウェーデン  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

英国  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ドイツ  0  0  0  0  0  0  0  2  0  0  2  

イタリア  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

スペイン  2  0  0  0  0  2  1  0  0  0  5  

小計  9  12  3  3  1  3  15  5  14  3  68  

区分：重複2件（NB -抗体医薬）　　機能性食品：重複1件（中国-日本）  
  
68件のうち、28件が中国で最も多い  

作物名＼区分  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  診断薬・試薬  環境浄化 工業用   小計  

アルファルファ  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

イネ  3  2  0  0  0  0  1  1  2  0  9  

インゲンマメ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

オオムギ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

カノーラ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  

ダイズ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  2  3  

チクセツニンジン 0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

チャノキ  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

トウモロコシ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

トマト  1  1  0  0  0  0  1  0  0  0  3  

ナス科植物   0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ナタネ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ニンジン  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  1  

ヒマワリ  0  0  0  1  0  0  0  0  0  0  1  

ブドウ  1  1  0  0  0  0  0  0  0  0  2  

モモ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

リンゴ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

油糧作物  0  0  0  0  0  0  3  0  0  2  5  

NB ：重複2件（トマト-トウゴマ-ポプラ-ブドウ-イネ-ソルガム：1件、リンゴ-モモ：1件） 　機能性食品：重複1件（タバコ-イネ：1件） 
経口ワクチン：重複1件（シロイヌナズナ-ニンジン：1件）  
治療薬：重複2件（タバコ-シロイヌナズナ-イネ：1件、タバコ-シロイヌナズナ：1件）   
環境浄化：重複2件（インゲンマメ-シロイヌナズナ：1件、シロイヌナズナ-イネ：1件）  
産業用：重複2件（シロイヌナズナ-ダイズ-油糧作物：1件、ダイズ-カノーラ：1件）　　タバコ：重複2件（NB -抗体医薬：2件）   
  
食用作物の中ではイネ：9件が最も多い  
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表 19. 2014年の GM植物研究・開発状況：作物別集計（非食用作物） 

 

 
 

 

作物名＼区分  機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  診断薬・試薬  環境浄化 工業用   小計  

ゲンゲ属植物  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  1  

ザッショクノボリフジ  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

シロイヌナズナ  1  0  1  0  0  0  3  0  4  1  10  

スチロサントス属植物   0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

セツレンカ  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

ソルガム  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

タバコ  2  1  1  2  0  2  3  0  2  0  13  

トウゴマ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ナガミノアマナズナ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ポプラ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

マテバシイ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

植物   0  3  0  0  0  1  4  4  4  0  16  

小計  15  12  4  3  1  3  18  5  16  6  83  

NB ：重複2件（トマト-トウゴマ-ポプラ-ブドウ-イネ-ソルガム：1件、リンゴ-モモ：1件） 　機能性食品：重複1件（タバコ-イネ：1件） 
経口ワクチン：重複1件（シロイヌナズナ-ニンジン：1件）  
治療薬：重複2件（タバコ-シロイヌナズナ-イネ：1件、タバコ-シロイヌナズナ：1件）   
環境浄化：重複2件（インゲンマメ-シロイヌナズナ：1件、シロイヌナズナ-イネ：1件）  
工業用：重複2件（シロイヌナズナ-ダイズ-油糧作物：1件、ダイズ-カノーラ：1件）　　タバコ：重複2件（NB -抗体医薬：2件）   
  
小計は食用作物+非食用作物  


